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33 3次元電子顕微鏡による
生体ナノ構造イメージング法
3D Imaging of Bio-Nanostructures by Electron Tomography

 キーワード　Keyword
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 応用分野　Application
生体イメージング
bioimaging

 目的・期待される効果
○ 生体ナノ構造の理解
○ 細胞機能制御機構の解明

 概　要

　　　生体内のナノ構造を観察するために、CT技術が導入された透過電子顕微鏡法を用いて、細胞内部形状の３次
元の情報を解析しています。ナノバイオテクノロジー技術を駆使して、細胞内の微細構造を解析し、新たな細胞
機能制御機構を理解することを目的に研究に取り組んでいます。

 技術内容

　　　透過型電子顕微鏡を用いたコンピュータートモグラフィーを用いて、生体構造を観察。様々な角度から撮影
した試料の投影像から3D像を構築します。ナノレベルでの解析が可能です。
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